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地
方
分
権
に
伴
い
各
地

で
議
会
改
革
が
進
ん
で

い
る
。
民
意
を
真
に
反
映
す
る
議

会
運
営
が
さ
れ
て
い
る
の
か
疑
問
。

住
民
が
議
会
で
意
思
を
反
映
す
る

仕
組
み
が
必
要
。
区
の
単
位
は
、

　

数
世
帯
か
ら
約
７
０
０
世
帯
と

１０ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
住
民
自
治
を

行
う
に
ふ
さ
わ
し
い
構
成
の
自
治

会
へ
の
脱
皮
が
必
要
。

　

区
長
に
行
政
か
ら
の
依
頼
が
集

中
す
る
負
担
も
軽
減
さ
れ
た
い
。

が
、
町
長
の
後
援
会
活
動
を
行
政

ラ
イ
ン
を
使
っ
て
行
う
こ
と
は
住

民
自
治
を
目
指
す
上
で
は
非
常
に

残
念
。
け
じ
め
が
必
要
。
議
会
と

行
政
と
住
民
の
役
割
を
再
確
認
す

る
意
味
で
、
基
本
条
例
の
制
定
を

提
案
し
た
い
。

中
央
集
権
化
の
時
代
か
ら
、

地
域
自
ら
が
考
え
て
ま
ち

づ
く
り
を
す
る
時
代
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
の
よ
う
に
行
政
が
な
ん
で

も
や
る
の
で
は
な
く
、
住
民
の
皆

さ
ん
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
協

働
を
目
指
す
取
り
組
み
が
今
後
の

行
政
運
営
の
基
本
と
考
え
る
。
そ

の
機
運
の
高
ま
り
の
中
で
条
例
の

必
要
性
が
認
識
さ
れ
る
の
を
期
待

す
る
。
開
か
れ
た
議
会
を
望
む
。

住
民
課
の
指
導
の
元
に

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

と
各
地
区
持
ち
寄
り
回
収
が
効
果

を
あ
げ
て
郡
内
で
は
「
古
紙
」
と

「
繊
維
類
」の
リ
サ
イ
ク
ル
量
は
突

出
し
て
い
る
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と

ト
レ
ー
以
外
の
、
Ｐ
マ
ー
ク
そ
の

他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク

ル
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

月
１
回
の
ゴ
ミ
収
集
場
に
入
り
き

れ
な
い
量
で
あ
る
。
燃
や
さ
ず
再

資
源
化
を
！　

県
内　

市
町
村
中
、

４２

７
割
以
上
の
自
治
体
が
リ
サ
イ
ク

ル
し
て
い
る
。

来
年
、
モ
デ
ル
地
区
を
つ

く
り
、
廃
プ
ラ
の
収
集
分

別
に
つ
い
て
資
源
と
し
て
の
有
効

活
用
の
理
解
を
得
た
い
。
セ
ン

タ
ー
も
将
来
は
数
ケ
所
、
設
置
が

必
要
か
と
考
え
て
い
る
。

●議会と住民と行政の役割を明確に
●将来にわたる環境問題への方針の
確立を （プラスチック包装容器のリサイクル推進）

住
民
自
治
基
本
条
例
を
視
野
に

入
れ
て
の
ま
ち
づ
く
り
を

石
油
資
源
の
枯
渇
と
地
球
温

暖
化
防
止
は
世
界
の
テ
ー
マ

倉地幸子
議員　

Ａ Ｑ
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リサイクルセンター

月１回・回収のその他の燃えるゴミ

H１７年度揖斐郡他町との比較
残 仔仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕

大野揖斐川池田

１４６t５９６t１１８２t古紙

１９t３８t１３９t繊維類

２３t２４t７３tペットボトル

１００t１１４t−プラ容器包装類

持ち寄り回収

家庭から出るPマークのプラスチック包装


